
○
　
寂
れ
た
倉
庫
・
前


　
　
町
外
れ
に
あ
る
、
人
気
の
な
い
倉
庫
。
晴
れ
渡


　
　
っ
た
空
の
中
、
鉄
の
椅
子
に
鎌
田
敦
彦
（
３
６
）
、


　
　
縛
ら
れ
て
い
る
。
鎌
田
、
血
を
流
し
、
顔
や
体


　
　
は
傷
だ
ら
け
。
意
識
は
朦
朧
と
し
て
い
る
。
太


　
　
陽
は
、
鎌
田
を
照
ら
し
て
い
る
。
す
る
と
、
３


　
　
人
の
部
下
を
連
れ
た
豊
橋
慎
二
（
３
６
）
、
歩


　
　
い
て
く
る
。
部
下
の
３
人
、
両
手
に
水
の
入
っ


　
　
た
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
い
る
。
豊
橋
た
ち
、
鎌
田


　
　
の
目
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。
豊
橋
、
部
下
か
ら


　
　
バ
ケ
ツ
を
受
け
取
り
、
鎌
田
の
顔
に
水
を
か
け


　
　
る
。
鎌
田
、
目
を
覚
ま
し
豊
橋
を
見
上
げ
、
少


　
　
し
笑
い
、


鎌
田
「
ま
だ
続
け
る
気
か
？
　
も
う
、
３
日
目
だ
」


豊
橋
「
お
前
が
吐
け
ば
、
す
ぐ
に
終
わ
る
」


　
　
鎌
田
、
下
を
向
い
て
咳
を
し
て
、


豊
橋
「
時
間
稼
ぎ
を
し
た
っ
て
無
駄
だ
ぞ
。
こ
こ
は
」


鎌
田
「
治
外
法
権
だ
ろ
？
」


豊
橋
「
そ
う
だ
。
だ
か
ら
、
早
く
話
せ
」


鎌
田
「
何
故
だ
？
　
何
故
、
寝
返
っ
た
？
」


　
　
豊
橋
、
一
瞬
間
を
置
き
、


豊
橋
「
単
純
な
話
だ
。
金
だ
よ
」


鎌
田
「
や
っ
ぱ
り
、
嘘
つ
く
の
は
下
手
だ
な
」


豊
橋
「
や
れ
」


　
　
部
下A

、
鎌
田
の
椅
子
を
後
ろ
に
傾
け
る
。
部


　
　
下B

、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
タ
オ
ル
を
出
す
。


鎌
田
「
も
う
止
め
ろ
よ
。
い
い
天
気
だ
ぞ
」


豊
橋
「
や
れ
」


　
　
部
下B

、
鎌
田
の
顔
に
布
を
か
け
る
。
部
下C

、


　
　
バ
ケ
ツ
を
持
ち
、
鎌
田
の
顔
に
水
を
か
け
続
け


　
　
る
。
鎌
田
、
暴
れ
る
。
豊
橋
、
腕
時
計
で
時
間


　
　
を
見
て
い
る
。
腕
時
計
が
２
０
秒
を
経
過
し
、


豊
橋
「
止
め
ろ
」


　
　
部
下
た
ち
、
鎌
田
か
ら
手
を
離
す
。
鎌
田
、
咽


　
　
せ
て
い
る
。
豊
橋
、
鎌
田
に
目
線
を
合
わ
せ
、


豊
橋
「
早
く
話
せ
よ
」


鎌
田
「
も
う
終
わ
り
か
？
」


豊
橋
「
い
ず
れ
話
す
ん
だ
。
早
い
方
が
い
い
。
俺
と


　
　
お
前
じ
ゃ
な
い
と
、
あ
の
金
庫
は
開
か
な
い
」
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鎌
田
「
出
来
な
い
。
分
か
っ
て
る
だ
ろ
？
」


豊
橋
「
や
れ
」


　
　
部
下A

、
鎌
田
の
椅
子
を
後
ろ
に
傾
け
る
。
部


　
　
下B
、
鎌
田
の
顔
に
布
を
か
け
る
。
部
下C

、


　
　
バ
ケ
ツ
を
持
ち
、
鎌
田
の
顔
に
水
を
か
け
続
け


　
　
る
。
鎌
田
、
暴
れ
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
鎌
田
、
下
を
向
い
て
い
る
。
鎌
田
の
周
り
に
は


　
　
空
の
バ
ケ
ツ
が
６
つ
置
か
れ
て
い
る
。
外
は
暗


　
　
く
な
り
始
め
て
い
る
。
豊
橋
、
椅
子
を
持
っ
て


　
　
１
人
で
歩
い
て
鎌
田
の
も
と
に
行
く
。
鎌
田
、


　
　
足
音
に
気
づ
い
て
前
を
見
る
。
豊
橋
、
鎌
田
の


　
　
前
に
椅
子
を
置
い
て
座
る
。


豊
橋
「
尊
敬
に
値
す
る
よ
」


鎌
田
「
（
下
を
向
い
た
ま
ま
）
諜
報
活
動
か
？
」


豊
橋
「
残
念
な
が
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
」


　
　
鎌
田
、
豊
橋
を
見
て
、


鎌
田
「
ど
ん
な
気
持
ち
だ
？
」


　
　
鎌
田
、
豊
橋
の
目
を
見
て
い
る
。
豊
橋
、
鎌
田


　
　
か
ら
目
を
逸
ら
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
エ
ネ
ル
ギ


　
　
ー
バ
ー
を
出
し
、
鎌
田
の
口
元
に
向
け
る
。


豊
橋
「
食
え
よ
」


　
　
鎌
田
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ー
を
口
に
し
て
、
ゆ
っ


　
　
く
り
と
咀
嚼
す
る
。
少
し
し
て
、


豊
橋
「
し
く
じ
っ
た
ん
だ
よ
」


　
　
鎌
田
、
豊
橋
を
見
る
。


豊
橋
「
長
官
の
葬
儀
の
後
、
俺
は
直
帰
し
な
か
っ
た
。


　
　
バ
ー
に
い
た
ん
だ
」


○
　
古
い
バ
ー
・
カ
ウ
ン
タ
ー
（
夜
・
回
想
）


　
　
豊
橋
、
１
人
で
座
っ
て
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
。


　
　
豊
橋
、
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。
す
る
と
、


　
　
４
人
の
男
、
入
店
し
て
く
る
。
男
た
ち
、
カ


　
　
ウ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
て
来
て
、


男
　
「
パ
ト
ロ
ン
４
つ
」


　
　
男
、
お
金
を
タ
ウ
ン
タ
ー
に
置
く
。


バ
ー
テ
ン
ダ
「
は
い
」


　
　
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
、
注
文
の
用
意
を
す
る
。
男
た


　
　
ち
、
席
に
向
か
っ
て
行
く
フ
リ
を
し
て
、
豊
橋
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を
囲
う
。


男
　
「
つ
い
て
来
い
」


豊
橋
「
誰
に
声
を
か
け
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
い
る


　
　
の
か
？
」


　
　
豊
橋
、
男
に
拳
銃
を
向
け
て
い
る
。


豊
橋
「
今
日
は
機
嫌
が
悪
い
」


　
　
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
パ
ト
ロ
ン
・


　
　
テ
キ
ー
ラ
を
４
つ
置
く
。


男
　
「
物
騒
だ
な
」


　
　
男
た
ち
、
パ
ト
ロ
ン
・
テ
キ
ー
ラ
を
飲
み
干
し
、


男
　
「
つ
い
て
き
た
方
が
い
い
」


　
　
男
、
豊
橋
の
前
に
ス
マ
ホ
を
置
く
。
ス
マ
ホ
に


　
　
は
、
口
を
縛
ら
れ
て
い
る
女
性
と
女
の
子
が
映


　
　
っ
て
い
る
。
豊
橋
、
一
瞬
で
真
剣
な
顔
に
な
る
。


男
　
「
さ
ぁ
、
行
こ
う
」


　
　
豊
橋
、
拳
銃
を
懐
に
戻
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
金


　
　
を
置
い
て
、
出
口
に
向
か
う
。
男
た
ち
、
豊
橋


　
　
に
つ
い
て
行
く
。


○
　
寂
れ
た
倉
庫
・
前
（
夕
方
）


　
　
豊
橋
、
膝
に
肘
を
置
く
。


鎌
田
「
そ
ん
な
話
、
聞
い
て
な
い
ぞ
」


豊
橋
「
俺
も
だ
よ
。
い
つ
の
、
ど
こ
の
、
誰
の
ミ
ス


　
　
か
も
分
か
ら
な
い
。
で
も
、
事
実
だ
」


鎌
田
「
何
故
だ
？
　
ど
こ
か
ら
情
報
が
？
」


豊
橋
「
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
俺
ら
の
護


　
　
衛
が
負
け
た
ん
だ
。
そ
れ
が
問
題
だ
」


鎌
田
「
負
け
た
の
か
？
　
内
部
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」


豊
橋
「
妻
に
聞
い
た
。
襲
撃
だ
っ
た
と
」


鎌
田
「
内
部
か
ら
内
部
へ
の
攻
撃
の
可
能
性
も
」


豊
橋
「
ど
う
で
も
い
い
。
今
重
要
な
の
は
、
妻
と
子


　
　
供
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。


　
　
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
明
日
の
朝
８
時
だ
」


　
　
豊
橋
、
残
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ー
を
鎌
田
に
咥


　
　
え
さ
せ
、
立
ち
上
が
っ
て
椅
子
を
持
ち
、


豊
橋
「
頼
む
」


　
　
豊
橋
、
椅
子
を
持
っ
て
歩
い
て
行
く
。
鎌
田
、


　
　
咥
え
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ー
を
口
か
ら
落
と


　
　
し
て
し
ま
う
。


/ ページ3 4



　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
外
は
暗
く
な
っ
て
お
り
、
星
が
綺
麗
に
見
え
る
。


　
　
鎌
田
、
星
を
見
て
い
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
外
は
明
る
く
な
っ
て
い
る
。
豊
橋
と
部
下
３
人
、


　
　
歩
い
て
来
る
。
鎌
田
、
顔
を
あ
げ
て
豊
橋
を
見


　
　
て
い
る
。
豊
橋
、
鎌
田
の
目
の
前
で
立
ち
止
ま


　
　
る
。
豊
橋
、
腕
時
計
を
見
て
、


豊
橋
「
も
う
、
時
間
が
無
い
」


鎌
田
「
知
っ
て
る
よ
」


豊
橋
「
話
す
気
は
無
い
の
か
？
」


鎌
田
「
俺
に
と
っ
て
は
、
組
織
が
全
て
だ
」


　
　
豊
橋
、
懐
か
ら
拳
銃
を
出
し
、
鎌
田
の
頭
に
向


　
　
け
る
。


鎌
田
「
俺
に
と
っ
て
は
、
家
族
が
全
て
だ
。
お
前
が


　
　
話
さ
な
い
の
な
ら
、
俺
は
お
前
を
殺
さ
ず
に
は


　
　
い
ら
れ
な
い
」


鎌
田
「
分
か
っ
て
る
よ
。
だ
か
ら…
撃
て
」


豊
橋
「
俺
の
家
族
は
見
殺
し
か
？
」


鎌
田
「
話
し
た
と
言
え
ば
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
世


　
　
界
で
あ
の
金
庫
を
開
け
ら
れ
る
の
は
お
前
だ
け


　
　
に
な
る
。
お
前
な
ら
、
こ
の
状
況
も
、
今
後
の


　
　
状
況
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
？
　
誰
も
、
お


　
　
前
に
は
手
を
出
せ
な
い
」


豊
橋
「
い
い
の
か
？
」


鎌
田
「
恨
み
は
し
な
い
」


　
　
豊
橋
、
拳
銃
を
捨
て
、


豊
橋
「
終
了
だ
！
」


　
　
す
る
と
、
急
に
多
く
の
職
員
た
ち
が
物
陰
か
ら


　
　
集
ま
っ
て
く
る
。


鎌
田
「
ど
う
な
っ
て
る
？
」


豊
橋
「
悪
い
な
。
お
前
の
忠
誠
心
を
試
す
実
験
だ
。


　
　
お
前
も
、
見
事
に
忠
誠
を
示
し
た
」


鎌
田
「
全
て
、
嘘
な
の
か
？
」


豊
橋
「
そ
う
だ
。
や
っ
ぱ
り
、
こ
の
組
織
は
ク
ソ
だ


　
　
よ
な
」


　
　
鎌
田
、
照
り
つ
け
る
太
陽
を
見
る
。
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